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松松崎大盆踊り（8/11～16松崎大盆踊り（8/11～16））
大人も子どもみんなで一緒に輪になっ大人も子どもみんなで一緒に輪になってて
盆踊り等を楽しみました盆踊り等を楽しみました。。

松松崎大盆踊り（8/11～16松崎大盆踊り（8/11～16））
大人も子どもみんなで一緒に輪になっ大人も子どもみんなで一緒に輪になってて
盆踊り等を楽しみました盆踊り等を楽しみました。。
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壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
推
進
や
住
民

の
手
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

団
体
だ
け
で
な
く
、
個
人

や
事
業
所
の
花
壇
、
プ
ラ

花
く
り
の
推
進
、
花
壇
づ
く
り
を
通

し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年
で
３６

回
目
と
な
り
ま
す
。

審
査
は
、
町
長
を
は
じ
め
、
県

伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究

員
や
知
識
経
験
者
、「
花
咲
く
し
ず

お
か
」
賀
茂
地
域
推
進
協
議
会
事

務
局
ら
６
人
が
あ
た
り
ま
し
た
。

最優秀賞 花の親睦会（小杉原）

優秀賞 峰寿会（峰） 優秀賞 活性会（池代）

街

審査の様子

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 最優秀賞 黒 田 福 市さん（東区）

第

回
３６

第

回
２１

花

壇

コ

ン

ク

ー

ル

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

花

壇

コ

ン

ク

ー

ル

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
員
は
、
参
加
し
た

団
体

２０

の
花
壇
を
１
日
か
け
て
回
り
、
取

り
組
み
度
、
努
力
度
、
創
意
工
夫

度
、
技
術
度
の
４
項
目
を
採
点
し

ま
し
た
。

表
彰
は
、
秋
に
行
わ
れ
る
「
さ

ん
さ
ん
松
崎
福
祉
大
会
」
で
行
わ

れ
る
ほ
か
、
上
位
の
団
体
は
、
県

が
開
催
し
て
い
る
「
花
咲
く
し
ず

お
か
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

花
の
親
睦
会
（
小
杉
原
）

【
優
秀
賞
】

活
性
会
（
池
代
）

峰
寿
会
（
峰
）

【
努
力
賞
】

常
盤
会
（
伏
倉
）

東
友
会
（
東
区
）

松
崎
町
花
の
会
（
建
久
寺
）

松
尾
区
（
松
尾
）

ン
タ
ー
等
に
つ
い
て
も
評
価
す
る

機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
更
な
る
推
進
を
図
ろ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

審
査
は
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
と

同
日
に
行
わ
れ
、
取
り
組
み
の
様

子
や
工
夫
し
て
い
る
点
等
に
つ
い

て
採
点
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

黒

田

福

市
さ
ん
（
東
区
）

【
優
秀
賞
】

山

本

善

雄
さ
ん
（
指
川
）
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一
行
は
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

敬
訪
問
や
依
田
勉
三
翁
の
お
墓
参

り
等
の
他
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
で

帯
広
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や
牧

場
で
の
搾
乳
体
験
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
等
、
帯
広
な
ら
で
は
の
有

意
義
な
体
験
学
習
も
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
こ
の
３
日
間

の
訪
問
で
、
依
田
勉
三
翁
の
偉
大

な
功
績
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
素

晴
ら
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

で
い
る
旧
開
智
学
校
や
松
本
城
を

見
学
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
大
正
池
か
ら
河
童
橋

周
辺
を
散
策
し
、
雄
大
な
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
安
曇
地
区
の
中
学

生
と
交
流
会
を
行
い
、
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

土
屋
晴
樹
松
崎
中
学
校
長
を
団

長
と
し
た
、
松
崎
中
学
校
２
年
生

の
一
行

人
が
、
８
月

日
か
ら

５２

２１

日
ま
で
松
本
市
安
曇
地
区
を
訪

２３問
し
ま
し
た
。

一
行
は
松
本
市
到
着
後
、
重
文

岩
科
学
校
と
姉
妹
館
提
携
を
結
ん

小
中
学
生
が
、
夏
休
み
等
を
利

用
し
て
、
北
海
道
帯
広
市
と
長
野

県
松
本
市
安
曇
地
区
の
小
中
学
生

と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
訪
問
し
、
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

渡
邉
信
吾
松
崎
小
学
校
教
頭
を

団
長
と
し
た
、
小
学
生
ら

人
が
、

１４

７
月

日
か
ら

日
ま
で
帯
広
市

２９

３１

を
訪
問
し
ま
し
た
。

松
本
市
安
曇
地
区
の
中
学
生
ら

人
が
、
７
月

日
か
ら

日
ま

２１

１６

１８

で
の
３
日
間
の
日
程
で
松
崎
町
を

訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
干
物
作
り
や
小
泉
商
店
で

桜
葉
の
摘
み
取
り
体
験
を
し
ま
し

た
。２

日
目
は
、
岩
地
海
岸
で
地
引

網
や
海
水
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
引
網
で
は
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
網
を
引
き
、
獲
れ
た
鯛

や
キ
ス
等
は
、
夕
食
で
食
べ
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、
松
崎
中
学
校
２

年
生
と
砂
の
造
形
や
海
水
浴
を
行

い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の
小

学
生
ら

人
が
、
８
月
５
日
か
ら

１２

７
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
松

崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
光
る
泥
団
子
作
り
の

体
験
を
し
、
２
日
目
は
役
場
を
表

敬
訪
問
し
た
後
、
依
田
勉
三
翁
に

ゆ
か
り
の
あ
る
三
余
資
料
館
や
、

大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
を
訪
問
し
、
勉

三
翁
の
話
し
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
崎
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
岩
地
海
岸
で
海
水
浴
を

行
い
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
等
、

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

帯広空港にて記念撮影

大正池にて

岩地海岸にて地引網体験

牛原山にて記念撮影

松
崎
か
ら
安
曇
へ

安
曇
か
ら
松
崎
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

松
本
市
安
曇
地
区
と
地
域
交
流

帯
広
市
と
姉
妹
都
市
交
流

松
崎
か
ら
帯
広
へ

小小
中
学
生
に
よ

小
中
学
生
に
よ
るる

小
中
学
生
に
よ
る
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児
童
館
は
、
子
ど
も
に
健
全
な

遊
び
を
教
え
、
そ
の
健
康
を
増
進

し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
た
め
の

施
設
で
、
０
歳
か
ら

歳
の
子
ど

１８

も
な
ら
だ
れ
で
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
す
く
す
く
広
場

乳
幼
児
を
対
象
と
し
、
手
遊
び

や
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
リ
ズ
ム
遊
び
）

等
を
通
し
て
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
す
。

○
育
児
グ
ル
ー
プ

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
毎
月
第
１
金
曜
日
に
開
催

し
、
子
育
て
中
の
保
護
者
と
子
ど

も
た
ち
が
友
達
に
な
る
会
で
す
。

そ
の
他
、
月
に
２
回
程
度
、
児

童
向
け
の
工
作
や
料
理
等
の
教
室

を
開
催
し
、
オ
セ
ロ
や
卓
球
の
大

会
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
は
、「
カ
プ
ラ
」
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
木
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
遊
ぶ
集
ま
り
や
ス
ラ
イ
ム
づ
く

り
、
水
遊
び
等
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
は
、
オ
セ
ロ
大
会
、
マ
ス

コ
ッ
ト
づ
く
り
等
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

詳
細
は
、「
じ
ど
う
か
ん
だ
よ

り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

楽
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
！

児
童
館
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

「スライムづくり」 「カプラであそぼう」

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
ク
ラ
ブ
」

下
校
後
、
保
護
者
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
児
童
の
た

め
に
、
遊
び
場
や
生
活
の
場
と
し

て
児
童
館
を
利
用
す
る
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
ク

ラ
ブ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
、
下

校
後
保
護
者
が
い
な
い
児
童
」、

「
保
護
者
が
病
気
療
養
中
の
た
め
、

子
ど
も
の
面
倒
が
見
ら
れ
な
い
家

庭
の
児
童
」、「
自
営
業
等
で
あ
る

た
め
、
昼
間
留
守
が
ち
で
子
ど
も

の
世
話
が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童
」

等
で
、
学
校
や
自
宅
近
く
に
児
童

を
預
け
ら
れ
る
祖
父
母
等
が
い
な

い
児
童
が
対
象
で
す
。

利
用
希
望
者
は
、
児
童
館
に
申

込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
後
、
書
類
審
査
等
に
よ
り

利
用
に
つ
い
て
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳
細
は
、
児
童
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

児
童
館
（
４
２
）
２
０
６
３

松崎町マスコットキャラクター

「まっちー」

児児童館を利用するときの約児童館を利用するときの約束束

煙受付で名前を書いてから遊びましょう。

煙帰るときは、受付でマル印を書いてから帰りましょう。

煙水やお茶以外、食べたり飲んだりすることはできません。

煙お金や大切なものは持ってこないでください。

煙使った物は元の場所に片付けましょう。

煙幼児は大人の付き添いが必要です。
◯Ｃ松崎町

○休館日
毎週日曜日・祝祭日

○利用時間
午前９時から正午まで

午後１時から午後５時まで
※１０月から３月は、午後４時３０分まで

○児童館の場所
宮内３３２（松崎小学校の隣）
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教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
小

学
校
５
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、

「
道
の
駅
」
花
の
三
聖
苑
を
拠
点

と
し
た
４
泊
５
日
の
宿
泊
体
験
学

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は

人
が
参
加
し
、
７

２９

月

日
か
ら

日
ま
で
の
日
程
で
、

２６

３０

朝
・
夕
食
を
仲
間
と
協
力
し
て
自

炊
し
な
が
ら
、
「
自
然
・
学
習
！

『
ふ
る
さ
と
』
と
か
か
わ
り
、
つ

な
が
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
ま
し
た
。

５
日
間
の
活
動
で
は
、
自
分
た

ち
の
食
事
と
な
る
干
物
作
り
体
験
・

三
聖
に
ゆ
か
り
の
あ
る
三
余
資
料

館
や
大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
の
訪
問
・

竹
と
ん
ぼ
作
り
・
ア
ユ
釣
り
・
川

の
生
き
物
観
察
会
・
理
科
実
験
教
室
・

ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
・
座
禅
体
験
等

を
町
内
で
活
動
し
て
い
る
方
を
講

師
と
し
て
、
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
、
講
師
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
延
べ

人
７８

の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。本

事
業
も

年
目
を
迎
え
ま
し

１３

た
。
今
年
度
の
修
了
生

人
を
加

２９

え
、
４
４
９
人
の
児
童
が
夏
季
宿

泊
体
験
学
習
を
修
了
し
ま
し
た
。

過
去
の
修
了
生
が
中
高
生
と
な

り
、
三
聖
塾
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
も
、
本
事

業
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
中
高
生

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
５
日
間
で
延
べ

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
と

８５し
て
指
導
し
た
り
、
仲
間
と
し
て

一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
活

動
を
支
え
ま
し
た
。

宿
泊
体
験
学
習
中
は
、
三
聖
苑

内
へ
の
車
の
進
入
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
安
全
に

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

三聖会堂にて記念撮影

干物作り体験

座禅体験

教
育
委
員
会
で
は
、
豊
か
な
自

然
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
各
種

体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
洋
ク
ラ
ブ
は
小
学
５
年
生
か

ら
、
み
ど
り
の
少
年
団
は
小
学
４

年
生
か
ら
入
団
で
き
ま
す
。

来
年
度
の
募
集
に
は
、
積
極
的

な
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

５５
今
年
度
は
、ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
植
樹
・

長
九
郎
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
・
田

植
え
・
ス
ズ
メ
バ
チ
ト
ラ
ッ
プ
作

り
等
、
身
近
に
あ
る
豊
か
な
自
然

に
触
れ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。８

月
に
は
、県
内
各
地
の
み
ど
り

の
少
年
団
が
富
士
山
に
集
ま
る
２

泊
３
日
の
交
流
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。宝
永
火
口
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
を
行
い
、富
士

山
の
自
然
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

【
Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
】

【
松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
】

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

６０
今
年
度
は
、
５
月
下
旬
か
ら
毎

週
土
曜
日
に
、
松
崎
海
岸
の
清
掃

活
動
や
カ
ヌ
ー
の
基
礎
訓
練
、
萩

谷
海
岸
や
安
城
岬
ま
で
の
カ
ヌ
ー

ツ
ー
リ
ン
グ
等
を
し
な
が
ら
、
海

に
親
し
む
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。８

月

日
（
金
）に
は
、
松
崎
海

１６

岸
沖
で
、
カ
ヌ
ー
の
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
レ
ー
ス
を
行
い
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。冬

に
は
、
み
ど
り
の
少
年
団
と

合
同
で
の
、
ス
キ
ー
教
室
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１ 富士山宝永火口にて

三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学

三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学
習習
（（
４４
泊泊
５５
日
）
日
）

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
・
松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団

体

験

活

動

の

紹

介
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禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

－

俳

句－

佐

藤

享

小

林

一

男

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

高

橋

信

夫

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

鈴
木
す
み
江

清

水

高

子

松
田
美
智
子

斎
藤
み
つ
子

久
々
に
外
出
の
婆
涼
新
た

新
涼
や
川
面
を
た
た
く
ヤ
ン
マ
の
尾

幾
度
も
常
磐
木
落
葉
掃
き
に
け
り

林
間
を
寄
せ
て
返
す
や
蝉
時
雨

新
涼
や
橋
に
佇
ず
み
鮎
を
観
る

新
涼
や
葦
一
斎
に
波
を
打
つ

花
茣
蓙
を
敷
き
て
客
待
つ
峡
の
昼

新
涼
や
朝
の
漬
物
色
深
む

新
涼
や
握
手
で
送
り
涙
ふ
と

新
涼
や
病
室
に
ふ
と
化
粧
の
香

新
涼
や
闇
の
む
こ
う
の
海
の
音

新
涼
を
山
か
ら
の
風
連
れ
て
来
る

忘
る
る
な
御
霊
の
告
げ
る
敗
戦
日

新
涼
や
基
盤
に
向
か
ふ
平
和
な
日

新
涼
や

の
地
蔵
に
話
し
掛
け

松松松

崎崎

文文

芸芸

イベント・催し紹介

【日時】９月１４日（土）

午後６時から

【場所】松崎海岸特設ステージ

【内容】伊豆松崎牛原太鼓をはじ

め、地域で活動している太鼓グルー

プ５団体が出演し、勇壮で華麗な

演奏を披露します。

【問合せ】

企画観光課（４２）３９６４

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

【
交
付
に
つ
い
て
】

県
内
の
協
賛
店
舗
・
協
賛
施
設

で
買
い
物
や
飲
食
、
施
設
利
用
の

際
に
提
示
す
る
と
、
店
舗
が
定
め

た
「
応
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
保
護
者
と
子

ど
も
の
同
伴
が
条
件
）。

※
妊
娠
中
の
方
は
、
母
子
手
帳
等

の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

県
内
の
協
賛
店
舗
（
施
設
）
は
、

平
成

年
８
月
１
日
現
在
、
６,
３

２５

１
０
店
あ
り
ま
す
。

協
賛
店
舗
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
の
優
待
カ
ー
ド

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

○
対
象
者

歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
護
者

１８
○
交
付
場
所

窓
口
税
務
課

健
康
福
祉
課

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

こ
れ
ま
で
は
、
対
象
世
帯
（
妊

娠
中
の
方
ま
た
は

歳
未
満
の
子

１８

ど
も
が
い
る
世
帯
）
に
原
則
と
し

て
、
１
枚
の
み
の
交
付
で
し
た
が
、

子
ど
も
の
保
護
者
で
あ
れ
ば
、
ご

希
望
の
方
の
み
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

カ
ー
ド
は
子
ど
も
の
人
数
で
は

な
く
、
保
護
者
の
人
数
を
基
準
と

し
て
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
し
ず
お
か
子
育
て

優
待
カ
ー
ド
と
は
】

「
道
の
駅
」
花
の
三
聖
苑

電
気
自
動
車
用
の

普
通
充
電
器
を
設
置

「
道
の
駅
」
花
の
三
聖
苑
に
、
電

気
自
動
車
用
の
普
通
充
電
器
が
設

置
さ
れ
、
無
料
で
の
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
充
電
器
は
、
伊
豆
西
海
岸

に
電
気
自
動
車
の
充
電
器
が
少
な

い
た
め
、
県
か
ら
無
償
で
提
供
を

受
け
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。

○
電
気
自
動
車
の
充
電
に
の
み
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

○
使
用
可
能
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

○
電
圧
は
２
０
０
仗
で
す
。

○
車
載
の
ケ
ー
ブ
ル
で
充
電
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

（
一
財
）
松
崎
町
振
興
公
社

（
４
２
）
１
８
８
１ 設置された普通充電器

第１４回
伊豆半島太鼓フェスティバル

しし
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド

し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
のの

複
数
枚
交
付
を
開
始
し
ま

複
数
枚
交
付
を
開
始
し
ま
すす

し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド

し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
のの

複
数
枚
交
付
を
開
始
し
ま

複
数
枚
交
付
を
開
始
し
ま
すす
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８／１９～２１

雲見海岸キャンドルロードの夕べ

雲見海岸では、観光客や地域住民の皆様に夜
の海岸を楽しんでいただくため、海岸をろうそ
くの灯火で彩るキャンドルロードの夕べが行わ
れました。

８／２０

生涯学習ソフトボール春季大会閉会式

町内各地区から１４チームが参加し開催された
生涯学習ソフトボール春季大会の閉会式が行わ
れました。２部に分かれたリーグ戦の結果、１部
リーグでは、船田チームが優勝しました。

西
伊
豆
町
の
豪
雨
災
害
か
ら

７
月

日
（
木
）未
明
に
伊
豆

１８

地
域
で
局
地
的
な
豪
雨
が
発
生

し
ま
し
た
。

す
ぐ
さ
ま
町
内
の
被
害
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
町
内
で
は
被
害
が
無
く
安
堵

し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
西
伊
豆
町

で
は
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
道
路
の
寸
断
や
住
宅

へ
の
浸
水
等
が
発
生
し
て
い
る

と
い
う
一
報
を
受
け
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
西
伊
豆
町
の
災
害

対
策
本
部
を
訪
問
し
、
被
害
状

況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
早

期
復
旧
の
た
め
協
力
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、報
道
等
を
通
じ
、

被
害
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
と
、
隣
町
の
災
害
と

し
て
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ず
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
職
務
に
影
響
し
な
い
範

囲
で
協
力
す
る
よ
う
職
員
へ

伝
え
ま
し
た
。

今
回
、
町
職
員
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
延
べ

人
、
職

６０

員
派
遣
で
延
べ

人
が
復
旧

４５

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
や
議
員
有
志
の
皆
様
等
、
町

内
か
ら
た
く
さ
ん
の
皆
様
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
復
旧
作
業

を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

私
自
身
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
、
少
し
で
も
早

い
復
旧
が
被
災
さ
れ
た
皆
様
の

一
番
の
励
み
に
な
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
肌
で
感
じ
た
経
験
を
活
か
し
、

町
内
で
発
生
す
る
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
迅
速
な
対
応
が
行
え
る

よ
う
に
国
や
県
、
近
隣
市
町

へ
の
応
援
体
制
や
職
員
等
へ

の
連
絡
体
制
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
と
の
連
携
方
法
等

の
見
直
し
を
行
い
、
災
害
に

強
い
町
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
自
主
防
等
で
開
催

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
し
、
防
災
意
識

を
高
め
、
災
害
に
備
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
７／１３～８／２５

松崎ジュニアボランティアクラブ海岸清掃

海水浴客等でにぎわう夏の期間中、小学生か
ら高校生までの有志約２０人が、毎朝６時から約
１時間かけて海岸の流木や空き缶、花火等のゴ
ミを集めました。

８／１５・１６

夏まつり

岩地、雲見海岸では、１５日に花火大会が行わ
れました。翌日の１６日には、松崎地区で灯ろう
流しや花火大会等、多彩な催しが行われ、多く
の人でにぎわいました。

町長室からこんにちは ◯４５
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，４８９人（－１２人）

男 ３，５４８人（－１３人）

女 ３，９４１人（＋１人）

世帯数 ３，０５６戸（＋２戸）

転 入 ７人 転 出 ８人

出 生 ４人 死 亡 １５人

（平成２５年７月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （±０）

物損事故 １３件 （＋２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （±０）

二
〇
一
三
年
九
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

九

二

号

平成２５年７月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（７７月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

北 舘 省 吾女史 真
し ま

宮 内

鈴 木 恵 美女瑛 蓮
え れん

雲 見

村 田 泰 裕女陽 海
ひろ み

峰 輪

小 鹿 元 希女美 希
みつ き

宮 内

おめでとうございます（出生）

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

雑
誌
等
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
と

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
い
う
よ
う

な
広
告
等
に
よ
っ
て
消
費
者
に
メ
ー
ル
を
送
ら

せ
、
そ
の
後
、
異
性
の
従
業
員
と
メ
ー
ル
を
繰

り
返
し
て
、
展
示
会
場
に
呼
び
寄
せ
、
結
局
高

額
の
商
品
を
購
入
さ
せ
る
商
法
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
巧
み

に
担
当
従
業
員
に
対
す
る
恋
愛
感
情
を
抱
か
せ

る
手
口
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
は
問

題
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
、
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
商
法
自

体
を
違
法
性
あ
り
と
し
て
解
決
を
図
る
こ
と
は

必
ず
し
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
「
無
料
」
と
い
う

広
告
に
対
し
て
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
被
害

に
遭
っ
た
場

合
は
、
早
急

に
役
場
等
に

相
談
に
行
く

よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
恋
愛
感
情
を
利
用
す
る
商
法
」

町 の 交 通 事 故

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
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「
銀
の
匙

ぎ
ん

さ
じ

Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ

シ

ル

バ

ー

Ｓ
ｐ
ｏ
ｏ
ｎ
」を
ご
存
知
で
す
か
。

ス

プ

ー

ン

十
勝
出
身
の
漫
画
家
、
荒
川
弘

氏
原
作
で
、
単
行
本
の
累
計
発
行

部
数
が
１,
０
０
０
万
部
を
突
破
し

た
人
気
漫
画
で
す
。

十
勝
・
帯
広
を
舞
台
に
、
農
業

高
校
の
生
徒
た
ち
が
農
業
を
通
じ

て
食
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
を
学

び
な
が
ら
繰
り
広
げ
る
青
春
ド
ラ

マ
で
、
今
年
７
月
に
は
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
の
放
送
も
始
ま
り
ま
し
た
。

作
品
の
中
で
は
、
農
業
は
命
を

扱
い
、
天
候
に
も
左
右
さ
れ
、
時

間
も
労
力
も
か
か
る
大
変
な
、
し

か
し
同
時
に
、
と
て
も
大
切
な
仕

事
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

日
本
有
数
の
農
業
地
帯
で
あ
る

帯
広
で
も
、
農
業
経
営
体
数
や
農

業
就
業
人
口
は
減
少
し
て
き
て
い

て
、
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
の
行
方
等
も
あ
り
、
農

業
の
先
行
き
は
不
透
明
で
す
。
作

帯
広
市
か
ら

「「
銀
の
匙
と
帯
広

「
銀
の
匙
と
帯
広
」」

さ
じ

品
の
中
で
も
、
農
業
経
営
の
困
難

が
あ
り
の
ま
ま
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。「

銀
の
匙
」
の
人
気
で
、
モ
デ

ル
に
な
っ
た
十
勝
の
農
業
高
校
の

学
科
は
入
試
出
願
率
が
２
倍
に
な

る
等
、
帯
広
は
も
と
よ
り
「
農
業
」

に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
Ｐ
Ｒ
に
な

る
と
と
も
に
、
農
業
を
取
り
巻
く

現
状
が
注
目
さ
れ
、
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
も
い

え
ま
す
。

「
銀
の
匙
」
は
十
勝
・
帯
広
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
現
状
、

雰
囲
気
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

帯
広
を
知
っ
て
い
た
だ
く
に
は

大
変
お
奨
め
で
す
の
で
、
一
度
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。十勝・帯広のイメージアップキャンペーン

にも「銀の匙」が使われています。

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

◯◯２２２００

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！
悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

好 文８５小 鹿 梅 租江奈４

す み６０齋 藤 認南 区

照 子６３澤 木 繁 明南 郷

保 利 子６２鈴 木 堅峰 輪

美 登 子８８和 泉 和 作小杉原

昭 雄８４土 屋 島 子八木山

ち と せ８６齋 藤 良 平岩 地

さ だ 子８７齋藤平八郎松 尾

至 朗７９土 屋 勝明 伏

博７１土 田 勇 介江奈１

聖 治５４山本順一郎峰

幸 一 郎８０土屋まさ枝南 郷

おくやみ申し上げます（死亡）


